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　令和６年３月９日（土）、山梨県立文学館の講堂で「やまなし多文化共生シンポジウ
ム」を開催しました。俳優でタレントのサヘル ローズさんに、「出会いこそ生きる力」
と題してお話しいただいたほか、「多文化共生が拓く山梨の未来」をテーマとしたパネ
ルディスカッションも行われ、200名を超える皆さまにご参加いただきました。

　「みんなちがって、みんないい」。詩人、金子みすゞが「私と小鳥と鈴を」
を世に出したのは、今からちょうど百年前のことです。私たちは日々の
経験を経て、複層的に折り重り、複雑に編まれた自分自身になっていき
ます。だからこそ、コミュニケーションから、書物から、芸術から、多方面
の情報から “ 他 ”に向き合うのはおもしろいと感じるのだろうし、それ
は同時に“自分”をも受け入れることにつながっているように思います。
　山梨県は「誰もが自分らしく活躍できる共生社会」を未来像として描
いています。多様な考えや価値観、違いを自然なこととして捉え、足りな
いところは補い合う温かい社会です。このような社会の実現を目指す取
り組みの一つとして、市町村が主催する「日本語教室」の運営を支援し

やまなし多文化共生シンポジウム

　大家族の 1人としてイランで生まれたサヘルさんは、イラン・イラク戦争のさなか
に孤児となり、養母に引き取られて７歳で来日しました。自国とは大きく違う文化の中
で、日々葛藤し、苦しみながらも、強くたくましい養母とともに苦境を乗り越えていきます。
言葉も習慣も、育った場所とは全く違うところで生きることは、誰にとっても簡単なこ
とではありません。言葉がわからないなかで気持ちを伝えることは難しく、「助けて欲
しいと言えないことも多かった」と話すサヘルさんのこれまでの思いや生い立ちに触
れ、会場では涙を拭う多くの人の姿がみられました。そして、苦しいなか、愛情を持っ
て接してくれた人たちの思い出を語ってくれました。約２万人の外国人住民の皆さん
がともにこの山梨を支えるいま、私たち一人ひとりがサヘルさん親子を支えた人たち
と同じような気持ちを持てるようになれるといいですね。

講演「出会いこそ生きる力」
タレント・俳優 サヘル ローズさん

パネルディスカッション「多文化共生が拓く山梨の未来」

ともに描くやまなしの未来  ―山梨県地域日本語教室から―Column

　冒頭に、ファシリテーターで（公財）日本国際
交流センター 執行理事の毛受 敏浩（めんじゅ
としひろ）さんから、「日本の将来推計人口」に
ついて2070 年には 8,700 万人まで減少が
見込まれる点や、建設業、医療・福祉などの各
産業分野において外国人依存度が高まってい
ることについて情報提供がありました。
　多文化共生への課題として、パネリストで県立大学地域人材養成
センター特任教授の長坂香織さんは、主宰する団体による医療通訳
の育成や、外国籍児童・生徒たちを対象とした事業を通じて見えて
きたものとして医療機関における通訳者の不足を挙げ、「誰もが安心
して暮らせるように、行政と医療機関との連携により山梨で持続可
能な方法を模索する必要がある」と発言されました。また、多文化共
生を考える会ハート５１代表の加藤順彦さんは、自身が運営する、外
国籍家庭の子どもの小規模保育園で、若い外国人スタッフが活躍す
る様子を紹介し、現場での一定年数の経験があれば、保育士への

資格取得のためには高校や大学への進学は必須でないことを例に挙
げ、「自国と日本の両方の文化や言語を持つ若い世代の外国人の皆
さんに、多文化社会を担う一員として、今後ますます活躍してもらい
たい」と話されました。そして、山梨の未来を見据えて県民の皆さん
の理解と協力について話が進むなか、社会福祉法人緑樹会理事長の
石井貴志さんからは、インドネシアやネパールなど３カ国から１２名
の職員が活躍している。「これからは、もっと地域の皆さんとの交流
が必要、皆さんにもご協力をお願いしたい」と会場へ呼びかける場
面もありました。（公財）山梨県国際交流協会の職員でブラジル出身
の両親のもと山梨で生まれ育った古賀詩織さんは「ここに暮らす外
国人は皆同じではなく、それぞれの文化や背景を持つ人たち。息苦
しさや生きづらさがない社会を目指して、文化や言葉が違うことを
前提に、ともにそれらを教え合い
ながら一緒に暮らしていくという
意識でいてもらえるとうれしい」
と会場に語りかけてくれました。
　全国的に加速する多文化共生
社会において、山梨の未来を見据え、国籍や文化などさまざまな違
いを超えて、お互いに人として誠実に関わる大切さをあらためて考
えるきっかけとなりました。ご参加いただいた多くの皆さま、関係者
の皆さま、ありがとうございました。

ています。外国人住民の日本語コミュニケーション力の向上と多様な
価値観を知ることによる相互理解を目的に、外国人住民、地域住民、市
町村が力を合わせて運営する教室です。生活をテーマに日本語で話し
たり、一緒に考えたり、情報を交換したりしながら、つながりを深めてい
ます。令和６年度は、9つの市町村 ( 甲府市、山梨市、大月市、韮崎市、
南アルプス市、北杜市、笛吹市、上野原市、富士河口湖町 ) で開催され
ます。教室活動を通じて他者と自己を寛容に受け入れ、創造力に溢れた
豊かな地域社会づくりを目指します。

山梨県地域日本語教育総括コーディネーター  古屋玲子
    y-nihongo@yia.or.jp   ☎ 090-7705-7513

日本語教室に関する
お問い合わせ



　やまなし外国人相談支援センター開設 1年目の相談人 (件 ) 数は、統合前の 2倍強に増加しました。
センターに寄せられた相談を国籍別に見ると、ブラジルが最も多く全体の 55.3％を占め、次いで日本が 18％を占めています。
相談内容別では、医療機関や学校などにおける通訳・翻訳が最も多く18％を占め、次いで仕事や生活をする上で必要な在留資格など
入管手続が 15.6％を占めています。また、労災や賃金未払いなど雇用・労働の相談も増えてきています。
センターでは、今後もさらに相談機能を充実させ、関係機関とも連携するなど、相談者に寄り添った質の高い相談支援に取り組んでいきます。

外国人の皆さんからのさまざまな相談を受けています。
日本語がわからなくても大丈夫です。外国人材活用に関する企業
からの相談も受けています。相談は無料です。
受付：火曜日から土曜日 9：00～17：00（祝日を除く）
場所：国際交流・多文化共生センター（甲府市朝気1-2-2）
TEL：055-222-3390

やまなし外国人相談支援センター
弁護士が対応します。
日時：毎月第1水曜日 18：30～21：00
　　　毎月第３土曜日 13：00～16：00
言語：英語　ポルトガル語　中国語　韓国語ほか
内容：不当解雇・労災、税金、年金、保険、医療、出入国、結婚など
場所：国際交流・多文化共生センター TEL ：055-222-3390

外国人のための無料法律相談（予約制）

山梨県内における外国人住民 （2023年 6月末現在）

山梨県内の在留外国人数の推移

相談件数

国・地域別登録者数

中 国
（4,183人）

（3,773人）（1,704人）

（2,923人）（2,225人）

ベトナム

ブラジルフィリピン

韓 国

その他

どんな国･地域の人が相談？ ブラジル（55.3%） 日本（18%）

中国（3.8%）フィリピン（3.6%）アジア（3.5%）

その他

市町村別在留外国人数（上位5位）

1 甲府市 6,942人
2 中央市 2,256人
3 甲斐市 1,441人
4 笛吹市 1,429人
5 南アルプス市 1,395人
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どんな相談が多いの？ 通訳・翻訳
（18%）

入管手続
（15.6%）

雇用・労働
（9.9%）

医療
（9.2%）

住宅
（6%） その他

やまなし外国人相談支援センター
相談者数 1,540件 (1人の人が複数件の相談をすることがあるため )1,216人

過去最多2万人を超える！
875,012

17,060 848,374

13,996

834,806

15,379
808,560808,560

20,585人

（甲府市朝気1-2-2）



令和6年度  YIA事業計画

　こんにちは！NPO法人Adovo 中部地区長の矢川華音と申します。
Adovoは全国 120 名の高校生・大学生が集まるNPO法人です。日本
で働く若い外国人（技能実習生など）をサポートする活動を行っておりま
す。私たちの最大の特徴は彼らと「同世代」である事です。日本語教室、地
域交流イベント、来日前後の講習会などでは、同世代ならではの視点でサ
ポートを行っています。中部地区は昨年度に発足した新しい委員会です。

昨年度は3回、交流会の企画運営を行いました。日本人学生と技能実習生・外国人学生で、オンラ
インなど様々なコンセプトで交流会を行ってきました。ありがたいことにメンバーも徐々に増えてき
ており、皆活動熱心な人ばかりです。今後も山梨県内そして中部地区で、国籍や文化などの違いを
問わず皆が楽しめる企画を行っていきたいと思います。
　私がAdovoに入った理由は、もともと国内外の「文化」全般に興味があった事と人と話すことが
好きだったからです。外国の方と接する機会が欲しいと思っていたところ、Adovo
を見つけました。所属してからは様々な多文化共生団体の皆さんとの関わりや、イ
ベントでの沢山の方との交流など、貴重な経験をさせていただいています。縁あっ
て、活動を通じて知り合った日本語学校での体験から私個人としても日本語教師
を目指すという夢が出来ました。
　私たちだからこそ出来る活動をこれからもしていきます。よろしくお願いします！

NPO法人Adovo中部地区委員会山梨支部  矢川華音

新しい団体の紹介

多文化共生の社会づくり
・やまなし外国人相談支援センターの運営
・山梨県地域日本語教育推進事業
  （文科省地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業活用）
　 「地域異文化ふれあい広場」
　毎回様々なテーマにそった、文化交流を行います。
　 (月 1程度開催予定 )

・「県民の日記念行事 小瀬会場」出展
・「甲府えびす講祭り」多文化交流ブース出展
・災害時外国人支援体制強化事業
・「外国人地域生活サポーター」設置事業
・多文化共生地域づくり推進事業（やさしい日本語など）
・国際交流・多文化共生人材バンクの運営
・やまなし国際交流・多文化共生団体連絡会の運営
・市町村国際交流協会等連絡会の開催

国際交流
・姉妹友好地域交流促進事業
・「やまなし国際フェスタ」開催

国際理解
・「異文化理解講座」の開催
・ 教育現場等へ県国際交流員 (CIR)や
　外国人住民などを派遣

iNew

・国際協力セミナー
・JICA 関連施設訪問
・国際協力理解教育促進事業

国際協力
JICA 山梨デスクと連携して国際協力普及啓発
事業を実施

i

i

i

i

☎ 055-228-5419
    webmaster@yia.or.jp

掲載を希望される方はこちらまで
(公財)山梨県国際交流協会

広告募集中！



世界で活躍している山梨県民 from エチオピアJICA 通信
　私は現在、エチオピアの首都であるア
ディスアベバ市内の公立小学校３校を巡
回し、体育の授業のサポートを行っていま
す。昨年の７月に赴任し、初めに感じた驚
きは座学の授業がとても多いことと、日本
の学校には必ずあるような器具の多くが
ないことです。例えば陸上競技を学ぶ単元
では、４時間程度リレーのバトンパスや
ハードル走などの講義を受け、そのあとで
実技の授業へ移行します。ただし、バトン
をはじめとし、陸上競技で使用する物品の
ほとんどがありません。バトンは木片を加
工し、手作りしたものを使用、ハードル走
は縄跳びの縄をハードルに見立てること
で授業を実施しています。着任当初は、圧
倒的な用具不足から悲観的になることも
ありましたが、限られた資源で工夫する現
地の先生方の姿に励まされ、「ないからで
きない」ではなく「どうすればやれるか」
を考えるようになりました。
　学校のなかで私のお気に入りの場所と
なっているのが、校舎内に設けられたカフェ

JICA山梨デスク  宮本志穂

JICA山梨デスクFacebookページ JICA横浜ホームページ
https://www.facebook.com/
JICAyamanashi/

https://www.jica.go.jp/
yokohama/office/suishinin.html

（公財）山梨県国際交流協会内　〒400-0862 甲府市朝気1-2-2　https://www.jica.go.jp
Mobile: 080-1264-4327　　  jicadpd-desk-yamanashiken@jica.go.jp

です。そこでは、食事をとったりコーヒー
や紅茶を飲むことができます。学校のカ
フェは飲食を楽しむだけではなく、社交場
としての一面も強く、体育科以外の先生方
とも交流を深めることができます。ざっく
ばらんな会話を楽しめるこの空間から、息
抜きをしながら仕事に向かい合うことの
大切さを教えられたような気がします。
「日本にあるが、エチオピアにはないもの」
に触れるとき、どうしてもネガティブな心
持ちになってしまう時があります。一方
で、私の知りうる限り、日本の一般的な学
校には先生たちが一服でき、談笑できるよ
うなカフェはありません。各国の文化に優
劣をつけることができないように、教育に
も優劣はないのだと思います。のこり約１
年間の任期ではありますが、自分がこれま
でやってきた教育に自信を持ちつつも、エ
チオピアの価値観を尊重しながらトライ
＆エラーを繰り返し、子どもたちの笑顔の
ために日々の活動に取り組みたいです。

カウンターパートと私

校舎内のカフェ 体育の教科書

ハードル走

笠井俊希
さんかさい と

しき

（市川三郷
町出身）

Trend Co.,Ltd.
株式会社トレンド

山梨県内外で“おしごと”を紹介します
とうろくは  いつでも簡単にできます
English, Portuguesも対応できます

やまなしけんないがい しょうかい

かんたん

たいおう

中巨摩郡昭和町河東中島1151ｰ7

0120ｰ972ｰ061
http://www.trendco.biz
【派23ｰ301642　23ｰユｰ301187】
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休館日  毎週月曜日（祝祭日を除く）  および祝祭日の翌日、年末年始（12/29～1/3）
Email：webmaster@yia.or.jp

編集後記 YIA Newsletter　2024年夏号
大人になると時間が経つのが早く感じます。それは子どもの頃に比べると、新しい経
験が減るからのようですね。最近みなさんは何か新しいことを始めましたか？
私は今年アクリルタワシ作りとベランダ菜園を始めました。
今年もYIAでは新たなイベントがたくさんありますので、ぜひご参加くださいね！
2023年8月からYIAで勤務を始め、もうすぐ1年になります。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします！

Informationi
6/16
（日）

地域異文化ふれあい広場②
「リズムエクササイズ♪」

地域異文化ふれあい広場④
「バレエストレッチ」

地域異文化ふれあい広場③
「The Jewel of Southeast Asia
 Rich History & Diversity of Culture」

ラテン音楽に合わせて楽しく体を引き締めませんか？
ブラジル出身でプロボディビルダーのイナヅ ミドリ
さんによる特別プログラム！

6月16日（日）13:30～15:00
30人
無料
ぴゅあ総合 ３F レクリエーション室 
　　　　　　　　　　(甲府市朝気1-2-2)
室内シューズ、タオル、飲み物

日 時
定 員
参加費
場 所

持ち物

申
し
込
み

申
し
込
み

8/18
（日）

バレエストレッチを行い、美しい姿勢を目指します。
しなやかな身体づくりを行いながら、一緒に交流し
てみませんか。講師は甲州市出身、元ロシア国立クレ
ムリンバレエ団プリンシパルの小池沙織さんです。

8月18日（日）13:30～15:00
30人
無料 (7/10～申込受付開始）
ぴゅあ総合 ３F レクリエーション室 (甲府市朝気1-2-2)
タオル、飲み物、ヨガマット(バスタオルでも可)

日 時
定 員
参加費
場 所
持ち物

申
し
込
み

7/27
（土）

山梨大学の研修留学生であるイルファンさんが多民族国家マレーシアの
歴史や豊かな文化について音楽や食べ物などを通じて紹介します。

7月27日（土）10:00～11:30
25人
無料
ぴゅあ総合 ３F 音楽室
         (甲府市朝気1-2-2)
一般（ただし、すべて英語で行います）

日 時
定 員
参加費

対 象

場 所

7/21
（日）
「故郷を失った難民の日々
　　～シリア難民から考える世界」

「アラブの春」をきっかけに、2011年から続くシリア内戦。戦火を逃れ、
隣国トルコやヨーロッパ諸国で難民として生きる人々の暮らしを長期に
わたり取材する、ドキュメンタリーフォトグラファーの小松由佳さんに
お話しいただきます。

ぴゅあ総合 1Fロビー
7/21～7/24 9:00～17:00
ただし、7/21は13:00～、7/24は12:00まで

場 所
期 間

7月21日（日）13:30～15:30
ぴゅあ総合 2F 中研修室（甲府市朝気1-2-2）
一般
無料
30人
JICA横浜

日 時
場 所
対 象
参加費
定 員
共 催

申
し
込
み

「YUKA  KOMATSUシリア難民写真展」

申
し
込
み

異文化理解講座
「アフガニスタンの食文化」①

山梨県立大学・准教授　ジェイソン・プラットさん（元駐日アフガニス
タン大使館広報官）がアフガニスタンの食文化についてお話します。

6月22日（土）10:00～11:00
県立国際交流・多文化共生センター 研修室（甲府市朝気1-2-2）

日 時
場 所

国際理解教育促進支援事業
山梨県国際交流協会では、県民の皆様の主体的な国際交流の取り組みを
支援するため、海外から招致している国際交流員（カナダ、ベトナム、イ
ギリス、ブラジル）の派遣を行っています。異文化への理解を深める授業
やイベントなどでぜひご活用ください！

小中高校、大学、国際関係団体など

例えば… 外国の簡単な日常会話、遊び、文化の違いについて、
楽しい時間を過ごしながら学びましょう！

対 象

☎055-228-5419      webmaster@yia.or.jp
（公財）山梨県国際交流協会
問い合わせ

6/22
（土）

異文化理解講座
「アフガニスタンの食文化」②

アフガニスタンを代表する料理「ボラニバンジャン」をジェイソン先生と
一緒に作ってみんなで試食します。

6月29日（土）10:00～11:30
ぴゅあ総合 調理実習室（甲府市朝気1-2-2）
一般・6/22、6/29 両日参加できる方
無料
12人
ジェイソン・プラット

日 時
場 所
対 象
受講料
定 員
講 師

一般・6/22、6/29 両日参加できる方
無料
12人
ジェイソン・プラット

対 象
受講料
定 員
講 師

6/29
（土）

YIAの活動を支援していただくために、会員を募集しています。
年会費 個人 2,000円  団体 5,000円 （会員期間：入会日から1年間）

YIA主催の講座やセミナーほかイベントの案内をお送りします。
機関紙「YIA Newsletter」（年２回）をお送りします。

会員特典

山梨県国際交流協会（YIA） 会員募集中！YIAの最新情報はこちらから
Check!

7/7
（日）

「JICA横浜 海外移住資料館」バスツアー
昭和20年代後半～30年代半ばに多くの日本人が南米に移住
し、山梨にもその子孫である日系人の皆さんが暮らしていま

す。さまざまな困難を乗り越え、移住先の国づくりにも貢献した人たちの
歴史を一緒に学びましょう。

7月7日（日）8:30～18:00（予定）
JICA横浜 海外移住資料館（横浜市中区新港2-3-1 2F）
小学校5年生以上だれでも（小学生の場合は保護者の同伴が必要）
ぴゅあ総合（甲府市朝気1-2-2）
無料（昼食は各自）
20人
JICA横浜

日 時
行き先
対 象
発 着
参加費
定 員
共 催

申
し
込
み

in English

松葉佐




